
校訓『なかよく かしこく まっすぐに』                

 

 

 

 

 

 

 

 
 

各種出前授業について  
１２月１３日（火）に６年生で「薬物乱用防止教室」、１２月１４日（水）に４年生で「愛

知用水」、１２月１６日（金）に同じく４年生で「セルフディフェンス講座」と、立て続けに

外部から講師を招いての出前授業が行われました。以下はそれぞれの概要です。各講師の思

いと共に、多くのことを学ばせていただきました。 

   

 

 

 

 

 

 

【東海警察署少年課】     【大府市役所水道課】     【セルフディフェンスコミュニケーション開発】 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

１２月２３日（金）２学期終業式について  
校長からは、２学期の振り返りと冬休みにすること（して欲しいこと）。そして、生徒指導

の濵島先生からは、冬休みにしないこと（してはいけないこと）について話をしました。 

まずは校長の話。２学期の始業式で大切にして欲しいと伝えた「いいこと考えた！やって

みよう！」は、「頭」と「体」と「心」をしっかりと使うことを促すための言葉だったと伝え

ました。その上で、冬休みには、教科書やノートを見返したり、日々の生活を思い出したり

して、２学期にたくさんのことに取り組んできたこと（つまりたくさん「頭」と「体」と「心」）   

を使ってきたことを確かめてください。みんなはちゃんと成 

長できているので、自信をもって３学期、登校してください。 

 次は生徒指導から。物やお金の貸し借りや、おごったりお 

ごられたりすることもいけません。トラブルの原因となりま 

す。「君子危うきに近寄らず」が大切です。また、自転車に乗 

るときはヘルメットをかぶるなど、自分で自分の安全を守る 

為にどうすれば良いか考えて生活しましょう。 
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♪ 大府市立東山小学校 学校だより ♬ 

 ケ    ヤ    ケ    キ    キ 

薬物の乱用は成長期の子

どもたちには大きな負の影

響を与えます。特に、脳に受

けたダメージは、その後回復

することはありません。正し

い知識をもって、近寄らな

い、甘い誘いに乗らないこと

が大切です。 

 水不足に悩まされていた
知多半島に木曽川の水を引

くという夢の構想から実現

までの歴史や、愛知用水の現

状。また、愛知用水のお陰で

「伝統野菜」として大府市で

生産される農作物などにつ

いて教えていただきました。 

ストレスを回避すること、

不審者に捕まりそうになっ

たときの逃げ方や助けの求

め方など、様々なトラブルか

ら自分の心や体を自分自身

で守る為の具体的な方法に

ついて学びました。本講座

は、大府市が主催していま

す。 



「学校だより」は、本校ホームページでもご覧いただけます。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
   
 

 

 

 

 
  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

映
画
や
ド
ラ
マ
、
小
説
な
ど
の 

論
評
で
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な 

っ
た
「
伏
線
」
や
「
伏
線
回
収
」 

と
い
う
言
葉
。
さ
す
が
の
私
で
も 

覚
え
て
し
ま
っ
た
▼
覚
え
て
し
ま 

っ
た
、
と
書
い
た
の
は
、
そ
の
影 

響
を
感
じ
る
か
ら
だ
。
言
葉
を
覚 

え
た
為
に
、
例
え
ば
ド
ラ
マ
を
見
て
い
て 

つ
い
「
こ
れ
は
伏
線
だ
な
」
と
い
っ
た
目 

で
見
て
し
ま
う
。
結
果
、
思
っ
た
通
り
の 

展
開
だ
っ
た
り
す
る
と
、
な
ん
だ
か
急
に 

つ
ま
ら
な
く
感
じ
て
し
ま
う
▼
そ
ん
な
経 

験
か
ら
「
校
長
の
話
」
で
意
識
し
て
い
る 

こ
と
が
あ
る
。
天
邪
鬼
な
私
は
、
話
の
途 

中
で
伝
え
た
い
こ
と
に
気
付
か
せ
た
く
な 

い
。
話
を
最
後
ま
で
聞
か
せ
た
と
こ
ろ
で 

「
そ
う
い
う
こ
と
か
」
と
気
付
か
せ
た
い
。

そ
う
考
え
て
構
成
を
考
え
た
り
提
示
資
料

を
準
備
し
た
り
す
る
。
話
す
タ
イ
ミ
ン
グ 

に
よ
っ
て
は
、
次
回
の
話
と
リ
ン
ク
さ
せ 

た
り
も
す
る
▼
し
っ
か
り
と
学
ぶ
子
ど
も 

た
ち
の
目
や
耳
は
肥
え
て
く
る
。
そ
れ
を 

良
い
意
味
で
裏
切
り
た
い
。「
伏
線
回
収
」 

し
た
い
。
と
、
伏
線
の
な
い
話
で
し
た
。 

全
然
上
手
く
い
か
な
い
が
挑
戦
は
し
て
い

る
。 

 

 

    
◆大府市読書感想画コンクール受賞（佳作）作品◆  
Ａ：〇年生 〇〇 〇〇さん Ｂ：〇年生 〇〇 〇〇さん 

Ｃ：〇年生 〇〇 〇〇さん 

 

 

 

 
 

 
【やどかりのおひっこし】      【エヴィーのひみつと消えた動物たち】     【那木野、伝説の森で】 

 

◆愛知県交通安全年末アピール◆一部抜粋    愛知県知事 大村秀章 
県民の皆様におかれましても、交通安全を自らの、そして御家族の問題としてとらえ、交通 

ルールの遵守と安全行動を心掛けていただくよう強くお願い申し上げます。 

〇 歩行者は、明るい色の服装と反射材を身に着けよう。 

〇 ドライバーは、早めにライトを点灯しよう。 

〇 飲酒運転は絶対にしない！させない！ 

〇 交差点では、ドライバーも歩行者も安全確認をてっていしよう。 

 お知らせします 

 

（「真実か挑戦かゲーム」をしている。「真実」を選択した桜良へ質問する春樹） 
 
春樹：君にとって「生きる」ってどういうこと？ 

桜良：んー。誰かと心を通わせること、かな。誰かを認める。好きになる。嫌いにな 

る。誰かと一緒にいて、手をつなぐ。ハグをする。すれ違う。それが生きる。 

自分一人じゃ生きてるって分からない。そう、好きなのに嫌い。楽しいのにう 

っとうしい。そういうまどろっこしさが、人との関わりが、私が生きてるって 

証明だと思う。 

 

 

東宝映画『君の膵臓を食べたい』より 

監督：月川 翔  原作：住野よる（双葉社） 

身近な人との関わりを大切に！ 良いお年をお迎えください。 

Ａ Ｂ Ｃ 


